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以下の問題a～cを解きながら、著作権について学習しましょう。

①～⑤にあてはまる言葉を下の語群から選びなさい。

著作隣接権　　産業財産権　　特許権　　著作権　　著作者人格権
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著作権について考えよう
111
基本
課題1

基 本 編

a. 知的所有権

（公表権、同一性保持権など） 

（複製権、上映権など） 

（放送事業者の権利など） 

（技術的なアイデア） 

 

知的所有権 

③ 

著作権 

④ 

⑤ 

実用新案権 

 
意匠権 

 

① 

② 

商標権 

 
その他 

その他 
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個人情報が他の人に知られるルートにはいろいろあります。次の図を参考に、①と②に

ついて考えてみましょう。

流出元が自分の場合 流出元が知り合いの場合 流出元が企業などの場合

① 次の中で一般的に個人情報に含まれないものをあげてください。

住所　電子メールアドレス　ハンドルネーム　電話番号　生年月日　職業

② 個人情報が他の人に知られたときに考えられる被害をあげてください。

〈解答〉

①

②

情報の信頼性、問題のあるサイト、迷惑メールの3つについて、インターネットの問題

点を考えましょう。

次の①～⑤の説明の中で正しいものをすべて選びなさい。

① 都合のいいように情報の順番を入れかえるなど、ある意図または目的をもって情報に

手を加えることを情報格差という

② ネットワークを通してコンピュータに侵入し、Webページなどの情報を管理者の許

可なく書きかえてしまうことを改ざんという

③ インターネットでの買い物やインターネットオークションで被害にあわないようにす

るには、できるだけ安く販売しているサイトから購入するべきである

④ その情報が正しいかを判断する1つの手だてとして、情報源がどこかを確認すること

があげられる

⑤ 間違った情報でなくても、偏った見方をした情報もあるため、さまざまな角度から情

報を判断することが大切である

〈正しいもの〉
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個人情報について考えよう
111
基本
課題2

インターネットの問題点について
考えよう①

基本
課題3

a. 情報の信頼性
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基本課題1

著作権とは文章、画像、音楽、プログラムなどの著作

物を最初に作った人に与えられる権利であり、これは

年齢を問わず、著作物が作られた時点で著作者に発生

するものです。他人の著作物を利用するときは著作権

者の許諾が必要となり、許諾を得ずに利用することは

著作権の侵害にあたります。

知的所有権は大きく、著作権、産業財産権（工業所有

権ともいう）に分けることができます。著作権はさら

に公表権、氏名表示権、同一性保持権などの著作者人

格権、複製権、上映権、上演権、演奏権などの著作権、

実演家の権利、放送事業者の権利などの著作隣接権に

分けられます。また、産業財産権は技術的なアイデア

の特許権の他、実用新案権、意匠権、商標権などに分

けられます。
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事例のようなソフトウェアをファイル交換ソフト（フ

ァイル共有ソフト）といいます。このようなソフトウ

ェアを使って他人の著作物を自分のパソコンからダウ

ンロードできるようにアップした時点で著作権法に違

反する行為になってしまいます。他人の著作物ではな

く、自分の著作物を交換用として自分のパソコンにア

ップした場合、著作権は自分にあるため違法行為には

なりません。
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基本的に著作権の考え方として、著作者の許諾を得ら

れれば利用することはできますが、例外措置として許

諾を必要としないで利用できる場合があります。
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情報モラルと情報セキュリティ（第5章）解答と解説
報道や研究などの目的で、他の著作物の一部を利用

（採録）することは正当な範囲内とされています。この

場合は、出所を明示するようにしましょう。
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基本課題2

個人情報とは個人を特定することができる情報のこと

で、1つの情報では識別できなくても、複数の情報を

組み合わせることによって個人を特定できる情報も個

人情報とみなされます。したがって、性別や年齢など

も個人情報として扱われます。インターネット上で利

用するハンドルネームは個人特有のものですが、一般

的には個人を識別する情報にはなりません。この個人

情報利用に伴う人権侵害から個人を保護することを目

的として、個人情報保護法（正式名称は「個人情報の

保護に関する法律」）が2003年に制定され、2005年

4月より全面施行されました。

個人情報が他人に知られると、知らないところから勧

誘や宣伝のダイレクトメールが届いたり、電話がかか

ってきたりすることが考えられます｡また、クレジット

カードの番号や暗証番号がもれてしまうと、不正に預

金を引き出しされるなどの金銭的な被害にあうおそれ

があります。その他に、個人情報が悪用され、何らか

の犯罪に巻き込まれる恐れもあります。
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基本課題3

①は「情報格差」ではなく、「情報操作」についての説

明です。情報操作とは、情報（記事、写真、映像、証
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